
 

 １１月２１日（金）に CFB（Cultural 

Festival in Barin）を行いました。全校合唱

として校歌を歌った後に、１年生は「未来へ

のステップ」、２年生は「COSMOS」、３年生

は「栄光の架橋」を学年合唱として披露しま

した。学年が１つになってつくり上げた合唱

は、心に響くものになりました。 

１年生は、入場する姿から整然としており、

心地よい緊張感を生み出すスタートになり

ました。声量が大きく、１年生らしい元気な

歌声が響き渡りました。「だから～」の高音の

男女のハーモニーがとてもよかったです。 

２年生は、最初から声に統一感が生まれ、

とても心地よく聞くことができました。サビ

の「ひかりの声が～」の「ひ」の発声ができ

ており、子音の発声をよく意識していました。

また、2番の最初のソプラノとアルトの重な

りがすばらしかったです。 

3年生は、さすがとしか言いようがありま

せんでした。声量がすごいし、ソプラノ、ア

ルト、男声のバランスがとてもよかったです。

何度も何度も歌いこんでいるから、歌声につ

やがあり、1つのハーモニーになっていまし

た。これまで学校生活を頑張ってきた自信が

歌に表れていました。最後のアルトパートは

静かに響き、聞き入ることができました。感

動しました。 

CFB は終わりましたが、合唱の取組をこれ

からの日常生活の取組に生かし、日常生活の

質をさらに高めていくことを大切にしてほ

しいと思います。3年生は卒業に向けて、１・

２年生は進級に向けて一歩ずつ着実に成長

をしてほしいし、その歩みの中で「チャレン

ジ」を忘れずに生活を送ってほしいと思いま

す。 
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未来を切り拓け
【１年生の発表】 

梅林中学校に入学して、３日後の対面式で聞

いた先輩たちの合唱は、美しいぐらい揃った、

はじめと終わりの足の動き、全員が指揮者を見

る、誰一人ふざけることのない姿など、全員か

ら真剣な思いが伝わる、とてもすごい合唱でし

た。ものすごい迫力とその芸術に思わずとり肌

が立ち、その合唱だけで強い憧れをもちまし

た。そんな合唱をめざして私たち一年生は、身

の回りや時間のような日常に対する志を、キャ

ンペーンや仲間の呼びかけで揃えてきました。

時には、仲間のために頑張る人が、挫けそうに

なることもありました。そんなときに、普段呼

びかけに答えてくれない人が応えてくれたり、

一緒に呼びかけてくれたりしたから、諦めず、

前へ進み続けることができました。歌詞の中

に、『いま、ここにいること、仲間と、出会えた

こと』とあります。合唱だけではない、僕たち

一年生の仲間とつくりあげてきた姿を、見てく

ださい。学年目標、『挑戦、凡事徹底から、一歩

前へ』 ともに助け合い、合唱への意識、日常か

ら高め挑戦し、心を一つにした私たちの合唱で

す。聞きください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６日（火） 冬休み最終日 

       ここタン入力日 

７日（水） 冬休み明け授業再開 

 ８日（木） 実力テスト（全学年） 

１３日（火）～１４日（水） 

 ３年後期期末テスト 

４時間授業（全学年） 

２０日（火） ３年租税教室 

２１日（水） 岐阜県立高等特別支援学校検査 

２３日（金） ロング帰り会 

       ・１・２年テスト計画 

       ・３年私立受験に向けて 

２４日（土）～２５日（日） 

 岐阜市展（メディアコスモス） 

２７日（火）～３０日（金） 

  Gifu MIRAI’s Education Week（午後） 

【２年生の発表】 

日常の姿では、2 年生の学年スローガン「友

桜舞進～仲間と共に歩み、舞進する～」に向か

う姿が見られます（特に時間に関する姿が見ら

れます）。 仲間と共に歩みでは、どのクラスも

リーダーを中心に呼びかけ合う姿が見られ、舞

進するでは、仲間の呼びかけに答えようとする

など姿が見られます。SFB や阿納研修、日常で

深まった絆がわかるような合唱になると思い

ます。 

CFB に向けての取り組みで、1 組は「共考突

破」、2 組は「積桜琢磨」の学級目標、3 組は「一

唱懸命」といったスローガンを掲げました。練

習では、どの学級やパートでも、より良い合唱

をつくるために、学級目標やスローガンを全員

で果たそうとする姿が、たくさん見られまし

た。実行委員が示すめあても、毎回意識して取

り組むことができており、学年としての団結が

さらに高まったと感じています。 

その中でも、２組のリーダー、3 組のリーダ

ーが、毎回お手本となる姿勢で練習に取り組ん

でいたことは、学年全体の意識を引き上げるき

っかけになっていたと思います。また、中間振

り返りでは、「今の自分たちの課題は何か」「ど

うすれば学年としてよりよくなれるか」を真剣

に考えて交流することができていました。 

1 組では仲間の頑張りに注目し，日常と合唱

を結びつけ、係活動と合唱でそれぞれ自分にで

きる責任を果たす姿を考量しました。そんな姿

を見て「私もこの仲間みたいに」、「この仲間と

一緒に CFB を楽しみたい」という仲間が増え

てきました。 

こうした一人一人の意識が、２年生としての

成長を感じさせてくれました。今年度は、前年

度の「精一杯歌おう」とする姿勢に加え、「互い

の声を信じ、受け止めながら、 全員でハーモニ

ーを創り上げる」ことを大切にしてきました。

これらは学級目標やスローガンに込められた

想い、そのものです。そして、広く、深く、す

べてを包み込む「宇宙」のように、私たちも互

いの声、努力、想いを包み込みながら、一つの

音楽を創り上げてきました。このステージで

は、ここまで仲間で積み重ねてきたものを一つ

にして、学年全体の努力の桜花（ おうか）を咲

かせたいと思います。よろしくお願いします。 


